
東京ミッドタウン・デザインハブ第 63 回企画展
【地域 × デザイン 2017 - まちが魅えるプロジェクト -】

  
伐採地の森林環境と地域社会に配慮をする「フェアウッド」を活⽤した家具づくりやまちづくりに取り
組む株式会社ワイス・ワイスと活動を共にする、島根県隠岐の島および福島県奥会津の事業者の⽅々を
お迎えし、森林⼤国・⽇本の可能性を議論します。

『林業再⽣への道筋』
〜国産⽊材を使った家具づくりの最前線と可能性〜

第 14 回フェアウッド研究部会 / 特別回

隠岐の島 三島町



プログラム  講演 16:00 〜 18:00 懇親会 18:15 〜 20:00

■講演①
『国産⽊材を使った家具づくりの最前線と可能性』 

株式会社ワイス・ワイス 代表取締役 / 佐藤岳利

持続可能な社会には、⾃然資本を活⽤した地域づくりが⽋かせない。地域の垣根を超え東京と地⽅を結ぶワイス・ワイスは、
全国各地の地域産材を使った〝真の国産材家具″を鎹 ( かすがい ) として、⽣産ネットワーク・⼈間関係を構築していく。
地⽅と都市、⾃然と⼈との関係を結び直し、これからの暮らしの⼀体感を⽣む社会づくりには、今、⽊に携わる仕事が最も
熱く！そして発⾒がある！！

■講演②
 『隠岐の島のクロマツを有効活⽤した家具』
島根県 隠岐の島：池⽥建築設計 代表 / 池⽥暢⼀郎⽒、有限会社池⽥材⽊店 / 池⽥明⽣⽒
         株式会社吉崎⼯務店 専務取締役 / 吉崎英⼀郎⽒

太平洋戦争末期、ゼロ戦を⾶ばす燃料になったのが松根油。隠岐の島はこの松根油を採った⿊松が全島に⾃⽣している。
島の⽣態系、景観を彩るそのクロマツは、現在松喰い⾍により壊滅的な危機に瀕している。
この危機に際し、地元の有志たちが松喰い⾍により耐性のあるクロマツの植林に着⼿した。
その為の資⾦を捻出する⼿段として着⼿したのが枯れたクロマツの有効活⽤、⾼付加価値化としての家具づくりである。 

 ■パネルディスカッション 
登壇者・ファシリテーターと共に皆さまでディスカッションしていただきます。

 ■講演③
  『奥会津の桐を有効活⽤した家具』
福島県 奥会津： 佐久間建設⼯業株式会社  代表取締役 / 佐久間源⼀郎⽒

江⼾時代、会津藩の奨励により始まり「⽇本⼀の桐」と⾔われてきた奥会津は三島町の桐。
現在、タンス需要の激減に加え、東⽇本⼤震災の⾵評被害によりキリに係わるあらゆる産業が壊滅的な打撃を受けている。
如何に質の良い⽊材・伝統技術を商品化し、消費につなげていけばよいのか。
柔らかくて軽い、その特徴を活かし、これまでにない商品づくりを世に送り出す挑戦が今始まった。



登壇者
プロフィール

●池⽥暢⼀郎 ⽒
池⽥建築設計 代表
1971 年 島根県⽣まれ。94 年⼤阪芸術⼤学建築学科卒業。⻘島裕之建築設計室を経て、96 年に⽶国⼈建築家シー
ザーペリの⽇本事務所に⼊所。官公庁施設からホテルまであらゆる種類のプロジェクトに携わる。2000 年から
は主に⽻⽥空港第 2 ターミナルビル、2006 年からは⽻⽥国際線ターミナルの設計・監理に携わる。2010 年に独
⽴し、ガリバー安積店、伊東屋銀座本店、伊東屋横浜店などを⼿がける。

●池⽥明⽣ ⽒
有限会社池⽥材⽊店
1978 年 島根県隠岐郡隠岐の島町⽣まれ。⼤学卒業後隠岐の島に帰島し家業である池⽥材⽊店で⼭林作業中⼼に
建築⽤、⼟⽊⽤⽊材販売に従事する。隠岐の⽊出荷共同体、隠岐の⽊利⽤拡⼤プロジェクトに取り組み島外への
販路拡⼤に尽⼒。⼭林所有者に寄り添う林業を⽬指し、伐って、植えて、育てて返す⼭作りに取り組んでいる。

●吉崎英⼀郎 ⽒
株式会社吉崎⼯務店  専務取締役
1978 年 島根県隠岐の島⽣まれ。千葉⼯業⼤学⼯学部建築学科卒、松井建設㈱東京⽀店・⼤阪⽀店にて勤務。
2012 年に隠岐の島に U ターン。隠岐の島を中⼼に⼀般建築業、⽂化財建築物修繕事業、⼟⽊業、⽣コン・アスファ
ルト合材製造販売業、⾷品事業を⼿掛ける㈱吉崎⼯務店に⼊社。茅葺屋根建物保全、隠岐の⽊で家を作る運動、
建設業⼈材育成プロジェクトなど活動中。趣味は⼭登り。

● 佐久間源⼀郎 ⽒
佐久間建設⼯業株式会社 代表取締役 ⼀般社団法⼈ＩＯＲＩ倶楽部 代表理事

「地域と共に⽣きる」を社是とし、⽇本の原⾵景が⾊濃く残る奥会津三島町を中⼼に林建協働の視点から⼭間部
における建設業の積極的な地域への関わり⽅を模索している。地域の⼭に元気を取り戻すことを⽬的とし⼭の資
源を有効活⽤する事業として、奥会津のスギ材を⽤いた伝統的な住宅づくり、広葉樹の⼤径⽊の伐採、三島町名
産の桐材の利⽤と端材を炭化した「桐炭」の商品開発を⾏うなど、⼭に携わる多くの仲間と共に、恵み豊かな奥
会津の⼭の魅⼒や価値を伝えるための様々な取り組みを⾏っている。

フェアウッド研究部会のご案内
【共通のゴール】フェアウッド調達・利⽤普及による国内外の森林の保全。フェアウッド調達・利⽤が可能となるような
川上・川下ビジネス環境の整備。フェアウッドのコンセプトに基づいた⽊材利⽤の推進。

【活動内容】 国内外のフェアウッド調達情報の共有。分科会（CSR 部会、調達部会、商品開発部会等）、現場視察、交流会な
どへの参加。イベント（企業向けセミナー、⼀般向け野外イベント等）など共同事業への参加。

【対象者・会費】 対象者：フェアウッドのコンセプトに賛同し、紙・⽊材製品等の購⼊・調達においてより良い選択・
調達ができるような情報・⼿法を学びたい個⼈、企業団体等。年会費：個⼈会員 1,000 円、法⼈会員１万円

【事務局】( ⼀財 ) 地球・⼈間環境フォーラム／国際環境 NGO FoE Japan ／（株）abovo
【お問合せ】地球・⼈間環境フォーラム（担当：坂本）
http://www.fairwood.jp、info@fairwood.jp、TEL：03-5825-9735

●佐藤 岳利 
株式会社ワイス・ワイス 代表取締役
1964 年群⾺県⽣まれ。⻘⼭学院⼤学経済学部卒、㈱乃村⼯藝社を経て、1996 年ワイス・ワイスを設⽴。表参道
にてオリジナル家具、東京ミッドタウン ( 六本⽊ ) にて暮らしの道具の専⾨店を経営。2009 年グリーン宣⾔。
国産材、フェアウッドなど環境配慮型の⽊材調達を中⼼にした「グリーンプロジェクト」を展開中。趣味は旅。



東京都港区⾚坂 9-7-4 東京ミッドタウン ガレリア 3F
営業時間：11：00 〜 21：00
電話：03-5647-8355、FAX：03-5647-8356
オンラインショップ： http://wisewisetools.com/

本イベント会場から⽬と⿐の先にある、東京ミッドタウン 
ガレリア 3Ｆ「 ワイス・ワイス トゥールス 」では、素材感
を活かしたシンプルな器やカトラリーなど⽇々の⽣活を豊
かにしてくれる｢暮らしの道具｣を取り揃えています。国内
外から、伝統を守りつつも新しい技法と美意識によって産
み出された⽣活道具や⼯芸作家の個性豊かな作品を販売し
ています。
2/3 〜 2/26 は、今回の地域 × デザイン展に取り上げられ
る、北海道の東川町と兵庫県の豊岡市の地元物産を集めた
特別販売会を実施します。
⼼よりご来店をお待ちしております。

東京ミッドタウン・デザインハブ第 63 回企画展

【地域 × デザイン 2017 - まちが魅えるプロジェクト -】
会期： 2017 年 2 ⽉ 3 ⽇（⾦）〜2 ⽉ 26 ⽇（⽇） 11:00〜19:00 会期中無休・⼊場無料
会場： 東京ミッドタウン・デザインハブ（東京都港区⾚坂 9-7-1 ミッドタウン・タワー 5F）
展⽰内容： 地域の特⾊を活かしたプロジェクトを紹介する展⽰とトークイベントを開催
主催： 東京ミッドタウン・デザインハブ
企画運営： 公益財団法⼈⽇本デザイン振興会、事業構想⼤学院⼤学
後援（予定）： 内閣府、農林⽔産省、経済産業省
サポーター企業： 株式会社ジェイティービー、株式会社ゼンリン、
株式会社地域経済活性化⽀援機構、⻄⽇本電信電話株式会社、
株式会社ポニーキャニオン、株式会社モリサワ、株式会社ワイス・ワイス 他
ウェブサイト： http://www.jidp.or.jp/lds2017/

東京ミッドタウン・デザインハブ

アクセス

〒107-6205
東京都港区⾚坂 9-7-1 ミッドタウン・タワー 5F

1. 都営地下鉄⼤江⼾線 ｢六本⽊駅｣ 8 番出⼝より直結
2. 東京メトロ⽇⽐⾕線 ｢六本⽊駅｣ 地下通路にて直結
3. 東京メトロ千代⽥線 ｢乃⽊坂駅｣ 3 番出⼝より徒歩
約 8 分


